
陽が出ても羽織りがあればと思うほど涼しい日が 

増えてきました。季節が冬へ向かっていることを感じ 

ます。色づき始めた木々を見ていると、銀杏の葉を束 

ねて花束を作った子供の頃が思い出され懐かしくなり 

ました。そこかしこに落ちている葉が、一枚一枚違った 

形をしていて、少しでも綺麗に作ろうと懸命に探したものです。 

10 月は全国の神々が出雲の地へと集まり神々が居なくなるということから、神

無月と言われており、逆に神々をお迎えする出雲では神在月と呼ばれています。 

10 月 13 日月曜日は国民の祝日「体育の日」ですが、この日には、出雲全日本大

学選抜駅伝(出雲駅伝)が行われます。集まられた神々も見守ってくださっているの

かも知れませんね。 

弊社では 2003 年に ISO14001 の認証を取得し、それ以来 

社内外にわたって環境に配慮した取り組みを行なっております。 

 ISO というのは、物や活動などの国際規格で、カメラの ISO 

感度や輸送用コンテナのサイズなど、あらゆるものが ISO の規格 

として定められています。その中で環境活動を行う際の規格が ISO14001 です。 

環境方針として掲げていることは、①環境配慮型商品の普及、②廃棄物の削減及

びリサイクル、③省エネ・省資源の推進の３つです。これまでに取り組んだことは、

全社の照明を LED に交換し、エアコンの取り換えにより電気使用量を大幅に削減し

ました。また、日常的な活動としては、産業廃棄物・一般廃棄物ともにごみの分別

の徹底、昼休みなど不用時の照明の消灯、エアコンの設定温度の適正などに取り組

んでいます。 

これからもよりよい生活と地球環境維持のために工夫を凝らした活動をしていき

たいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行日：2014年 4月 15 日 

タイピックでは、OA 機器・印刷・通信・ホームページ作成からスタッフの技術向上の 

お手伝いまで、オフィスの効率的な運営をサポートさせていただきます。 

 

私たちは環境に配慮した取り組みをしています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

弊社では2009年7月より「社内木鶏クラブ」を毎月の第一土曜日に開催しています。 

この「社内木鶏クラブ」とは、「人間学を学ぶ月刊誌 致知」を読み、そこに書かれていた達人の生き

方や考え方を感想文に書き、グループで感想文を発表し、人の 

感想を聞くことにより自分と違う気づきを貰うことが出来、 

幅広い考えを持つことができます。 

致知には、逆境のなかで生き抜かれた素晴らしい方や、現役で 

活躍されいてる各界の著名な方の現在までにいたる苦労話など 

様々な人間模様が書かれており、感動し、涙を流しながら致知を 

読むこともあります。 

私は、社員の皆さんに「完読」しなさいと押し付けています。これは、どんな記事の中にもは必ず

得るものがあるからです。得るものがあるのに読まないのは納得できないから押し付けます。そんな

会社はと批判される方もおられると思いますが、躾とは押し付けて「し続ける」ことにより身(心)を

美しくすることではないでしょうか。(押しつけ=お躾) 

昨年2月に致知出版社を訪問し、藤尾社長に面談いただいたことがあります。この時、貴方はなぜ

この本を読み始めたのかと聞かれ「市内の方から、はがきで致知を読んだらと薦められたので」と答

え、なぜ社内木鶏を始めたのかと聞かれ「致知を読み始めてから暫くして、はがきで社内木鶏を始め

たらと書いてあったので始めました」と答えたら「君は単純で良い」と言われ貶されたのかと思いま

したが、世界的に有名な数学者の広中平祐先生の言葉を説明され、「経営者は考えていては駄目だ。良

いと思ったことは実践しなければ」と教えて下さり、始めて褒めて頂いたのだと感じました。 

弊社の社員教育は「お客様への最大のサービスは社員の人格向上にある」との教えに基づくもので、

これからも様々な取り組みをし、社会に貢献できるよう努力してまいります。 

 

     代表取締役社長 岡﨑純二 

今月の社長のつぶやき 

 タイピック社内木鶏(月刊「致知」を読んでの感想) 

「経営のコツは万事入精にあり」Ｏ・Ｓ 

このテーマの中でも、企業の存在意義。使命とは何かというところがすごく気になりました。この中で田中社長が

言われていた「五つのステークホルダーへの約束」というのがありました。①エンドユーザー（お客様から当社の製

品をずっと使い続けてもらえるような企業になろう。）②取引先（よきパートナーとして取り引きを続けてもらえる企

業になろう。）③社員（働きがいがあり、家族のように思ってもらえる経営をしよう。）④株主（儲かったかどうかで一

喜一憂するのではなく、ずっと株を持って応援したいと思ってもらえるようにしよう。）⑤地球（すべての生命や文化

に敬意を払って、よき隣人と思われる地球市民になろう。） 

上記の五つを田中社長は経営計画に織り込んで、全社員に徹底させている。ということ、社長が日々言われている

ことがそのまま書かれているように思いました。良い経営者が大事にされていることは、やはりこういったことが

多いのかなと感じさせられました。今回、９月号のテーマは万事入精ということでしたが、特集のところに書かれて

いた安岡正篤さんの言葉をしっかりと受けとめて、社長の経営方針のもと、がんばっていこうと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月から各営業担当者によるお勧め情報のコーナーです。 

10 月号はＯＡ機器営業の大庭から皆様へ情報を載せていきたいと思います。 

私は料理・お菓子作りが趣味ですので益田の特産品を使用したレシピをご紹介します。 

まずは、丸新醤油醸造元様の「だしの花」を使用した簡単レシピです！ 

■材料（4 人分） 

・ピーマン 8 個 ・ちりめんじゃこ 適量 ・ごま油 適量 

・だしの花 大さじ 2 くらい ・白だし（甘めにしたい場合） 

①ピーマンは 2 ㎝幅くらいの短冊切りにする。 

②ちりめんじゃこをごま油で少し色がつくくらいまで炒める。 

③②へ①で切ったピーマンを入れて軽く炒め、だしの花を適量 

入れ味付けをする。 

④甘めの味付けにしたい場合は、別途白だしを加えて完成！ 

※そのままでも美味しいですが、一晩おいたらなお美味しく 

いただけます。(^_^)/ 

ＳＡからのお勧め情報 

 

『時流適応』 

みなさん、こんにちは。株式会社 船井総合研究所の兎澤（とざわ）と申します。 

今回で 5 回目の掲載となります。よろしくお願いいたします。 

船井総研という会社は、 主に中小企業様の業績アップのお手伝いをしているコンサルティン

グ会社です。前回は、「長所伸展」という考え方をご紹介しました。「長所伸展」というのは、「短

所を是正するよりも、長所をより伸ばした方が全体的に伸びやすい。だから人も組織も短所は放

っておき、長所を伸ばしましょう」ということです。 

今回は、「時流適応」という考え方をお伝えしたいと思います。 

「時流適応」とは、「その時代の環境や状況に適応した戦略や計画を世の中の流れから読み取り、

顧客の購買心理の変化にあわせて自社の取り組みを作り替えていくこと」を言います。環境の変

化に後手後手に対応することではなく、時流を先取りすることであり、そのためには業界の体質

や特殊性にとらわれず、幅広い視野からビジネスチャンスを模索し、自社の事業として取り組ん

でいくことが重要になります。 

時流を掴むためには、とにかく顧客の購買心理の変化に敏感になることです。現場にすべての

答えがあると言っても過言ではありません。ひとつひとつの顧客の行動とその背景にある心理を

現象として捉え、そこから何かを感じ取る力がとても大切です。 

ドック 

丸新醤油醸造元 



 

■リフレッシュ体操 
ゆっくりやさしいパソコン教室では、季節ごとに様々なイベントを開催して 

生徒の皆さんと楽しい交流をさせていただいております。今回は、浜田市アクア 

三隅の“イケメン”インストラクターさんの指導のもと、リフレッシュ体操 

を行いました。 

最初に、椅子に座ったまま体をのばしたり、手を使った脳トレ体操を行い

ました。脳トレ体操は毎週火曜日と金曜日に行っていますが、したことの無

い体操もありとても参考になりました。 

次に、明るい音楽のリズムに合わせてワン・ツー・ワン・ツー！ちょっと難

しい動作になると「リズムに合わないッ！」という声がたくさん上がりました

が、エアロビクスのような体操でいい汗をかき、 

体もスッキリ♪できました。 

皆さんリフレッシュ体操に大満足で終わってからすぐ、「またやりたい」 

という声、参加できなかった方たちからは「私もやってみたいわ！」という 

声が沢山上がり、人気の講座になる予感です(^^♪ 

 

■AED＆心肺蘇生法講習会 

「AEDの使い方を勉強したい」というご要望により、益田消防署の救急救命士 

さんにお越し頂き、AED の使い方と心肺蘇生法を指導して頂きました。 

冒頭に広島の土砂災害の救助活動に行かれたお話から始まり、講習で行う 

救命活動の重要性を教えていただきました。 

心肺蘇生法で1番大切なのは胸骨圧迫で、胸骨圧迫は強く、早く、絶え間なく 

が鉄則で、すくなくとも 100
．．．

回
．

/
．
分
．
の速さで行わないといけないそうです。2 分間ひたすら胸骨圧迫

を行い、皆さんはじめはリズムよく出来ていましたが、疲れてくると圧迫する力が弱く、遅くなって

いました。2 分間のはずが 5 分間以上行っていたような感覚になり、改めて胸骨圧迫の大変さがわか

りました。 

AED の電気ショックについては、心臓がブルブルと細かく震えているときに使用

するもので心臓が止まってしまった場合には電気ショックは出来ないということを

今回初めて知ることができ、とても勉強になりました。 

もし、自分が救命処置の必要な場面に遭遇した時、勇気 

をもって救命処置を行うことが人の命を救う助けになります。 

タイピックでは、AED を設置しておりますが、みなさんと一緒に、誰もが 

勇気ある行動が何時でもできるように、これからも定期的に勉強していきた 

いと思っております。 

ゆっくりやさしいパソコン教室 


